





A Study on the Results of Learning the Subject of Social Welfare in Welfare 














　　Experiencing the Social Welfare Infrastructure Reform, there is an increased demand 
for learning welfare management in training social welfare professionals. Since social 
welfare services have played a signiﬁcant role as “a safety net” in our society, the educa-
tional method on social welfare based on social ethics and values sould be an important is-
sue.
　　As a result of a survey conducted on the students who took “An Introduction to Social 
Work” in Kyoei University, a clear shift was identiﬁed on the image of social welfare by 
the students, from the narrow-minded image which considers “social welfare as just car-
ing” to the more broad one which views it as an issue of our entire society. Furthermore, 




























are internally anxious towards a job which is viewed as difﬁcult. 
　　Therefore, this paper advocates the further improvement of seminars and job-training, 
and further collaboration among welfare-related subjects in university.

































































































































































































点の登録者数は 134,066人となっている。2011（平成 23）年 1月 30日実施の第 23回社


































































































































　表 1のとおり、学年は、2年生 16名、3年生 6名（合計 22名）、所属コースは、福祉
経営 12名、実践ビジネス 5名、財務・会計 3名、国際ビジネス 2名である。
表 1－1　基本属性（学年）
2 年 生 16名
3 年 生 6名
合 　 計 22名
表 1－2　基本属性（所属コース）
福 祉 経 営 12名
実践ビジネス 5名
財 務  ・ 会 計 3名
国際ビジネス 2名
合 　 計 22名
（2）履修理由
　「福祉経営コースを選択している」が 12名と最も多く、「就職活動に役立ちそう」6名、
「社会福祉に興味がある」・「ボランティアの経験がある」・「時間割の都合上」が 5名で
あった。
（3）「社会福祉に関する基礎的キーワード」の理解
　受講前は、「ボランティア、ニート・フリーター、生活保護、身体障害者、DV（ドメス
ティックバイオレンス）、知的障害者、介護福祉士、児童相談所、社会保障、児童・高齢
者虐待、児童養護施設」については半数以上の学生が「知っている」と回答していた。受
講後は、これらのキーワードに加え、「特別養護老人ホーム、ノーマライゼーション、グ
ループワーク、介護保険制度、ニーズ、ケアマネジメント、社会福祉士、ケアマネジャー、
公的年金、共同募金、就労支援、ユニバーサルデザイン、社会福祉法人」についても半数
以上の学生が「理解した」との回答であった。
　これは、本科目と同時に関連科目を履修することで、知識として理解できたからと考え
られる。
（4） 興味・関心がある／興味・関心をもった社会福祉の分野
　受講前は、「施設（福祉サービス）の経営」への興味・関心が 9名と最も高かったが、
受講後は、「生活保護（貧困問題）」および「地域福祉」が 10名、「高齢者福祉」が 9名で
あった。
（5）授業を履修したことで考えたこと・感じたこと
　「社会福祉の仕事は大変そう」11名、「社会福祉に興味をもった」9名、「社会福祉は難し
い」および「就職活動に役立ちそう」7名、「福祉の心がわかった」および「ボランティア
をしてみたい」6名であった。
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（6）“社会福祉” についてのイメージ（自由記述）
「障害者・高齢者の介護をすること」
「老人ホームやボランティアのイメージ」
「弱者を守るもの」
「さまざまな制度があって複雑である」
「高齢者・児童などそれぞれの細かなニーズは違うが、どれも社会全体で支えていく
政策」
「ニート・フリーター問題も社会福祉に含まれることに驚いた」
「思いやりが必要」
「根気・やる気・志の高い人が慈善的に行うイメージ」
「これからの少子高齢社会をどうにかしてくれそう」
「日本の社会福祉は他の国に比べてまだ劣っているイメージ」
「仕事としては大変そうだが、これから高齢者が増えていくので労働力が求められる」
　このようにあくまでも学生の主観的な評価であるが、受講前は「福祉経営コース必修科
目」ということで履修する学生が多く、また “社会福祉＝介護” のイメージが強かったよ
うであるが、具体的な事例をともなった授業内容＜ 2011年度シラバス参照＞によって視
野が広がり、私たちが生きる現代社会における生活困難への対応として理解が高くなった
といえる。
5．まとめと課題
　社会福祉とは、「経済的には資本主義、政治的には民主主義体制をとる都市型社会におい
て、市民の権利としてその自立生活、自己実現、社会参加を支援し、社会の統合と安定を
達成維持することを目標に、自治体政府（市町村）を基軸に、広く公私の個別的、組織的
な参画によって展開される社会的方策・制度の体系であるといえる。また、より具体的・
実際的なレベルでいえば、それは人々の生活上の一定の困難や障害（福祉ニーズ）を解決
緩和し、最低生活水準保障、自立生活能力育成、自立生活援護の実現を図ること、さらに
はそれらの目的を達成するうえで必要とされる社会的資源の発見、開発、活用に関わる連
絡調整を実施することを目指す諸制度とそのもとにおいて展開される援助活動の総体とし
てとらえられる」と定義される。
　これを簡潔にまとめると、「幸福をつかむための生活面の状況、そしてその努力過程」、
すなわち、「自助＋互助＋公助による自立への努力過程」という広い概念をもつものである
といえる。しかし、受講前のアンケート結果では、“社会福祉＝ボランティア”、“社会福祉
＝障害者や高齢者の介護” という限定的なイメージが強いことが確認された。これは、
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小・中学校での職業体験や家族に要介護高齢者が存在することからくるイメージであると
考えられる。また、基礎的なキーワードのなかでも、児童虐待、DV、ニート・フリー
ターについては、近年ニュースなどのメディアで取り上げられる機会が多くなっているこ
とから理解度が高かったと思われる。
　そして、『授業を履修したことで考えたこと・感じたこと』としては、＜「社会福祉に興
味をもった」、「福祉の心がわかった」＞ということと、＜「社会福祉の仕事は大変そう」、
「社会福祉は難しい」＞という結果に分かれた。前者を “積極的理解”、後者を “消極的理
解” と分類することができるが、『興味・関心をもった社会福祉の分野』として「生活保護、
地域福祉」、また、『自由記述』には、「制度の複雑さや社会的弱者、対象者のニーズの違い」
などについての記述があったこととあわせると、前述した “社会福祉＝介護” という限定
的なイメージから、受講後は自分自身にも起こりうる身近な生活問題としてとらえられる
ように学生自身が変化してきたために、一見すると相反するようにみえる理解につながっ
たと考えられる。
　さらに、その自分自身の変化から、ヒューマンサービスとしてのやりがいを感じたり、
期待をする反面、サービス提供の難しさや不安を実感するという “内面的なゆらぎ” が
あった、すなわち、“自己覚知” が出来た結果であると推測される。よって、今回の「社会
福祉概論」の授業は、価値・倫理観の学びとして一定の学習成果があったと評価できる。
　今後の教育上の課題としては次の 3点が考えられる。まずは、ヒューマンサービスと
しての実践力を涵養するための演習や実習の充実である。実際のサービス提供場面では、
コミュニケーションのあり方やビジネスマナー、接遇方法が問われる。そこで、それらの
演習を通して、言葉づかいや「気配り」、「労り」の気持ちを養うことが必要である。また、
事例にあげた大学でも実施されているが、理論を実際の現場で役立つ生きた専門知識や技
術にするためには、社会福祉専門職養成同様、学外実習やインターンシップは欠かせない
であろう。実際の医療福祉現場で患者や利用者のニーズを把握するために、自分自身の目
で観察し、考え、行動したり、マネジメントの実情を知ることを通して、具体的な理解と
実践力につながると考える。
　次に、バランスのとれたサービス提供者を養成するための科目間連携である。ヒューマ
ンサービスの視点からとらえた場合、現在、経営系科目と社会福祉系科目は整合性のとれ
たカリキュラムになっているとは言い難い。今後は、その内容や進捗状況、学習状況と整
合させたカリキュラムを作成する必要がある。
　最後に、本論考では学生の主観的理解度による学習成果にとどまっているため、今後は
客観的な判断ができるような指標などを開発していきたい。
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